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2令和5年2月

色麻町議会議員一同色麻町議会議員一同

我がまちに我がまちに
夢と希望と生きがいを!!夢と希望と生きがいを!!
本年も議員全員で取り組んでまいります本年も議員全員で取り組んでまいります
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令和4年度

補正
予算

1212月月
会議会議

12月6日〜7日12月6日〜7日

会計の種類 補　　　正 予 算 の 総 額
介 護 保 険 ※債務負担行為補正 8億1,548万円
下 水 道 事 業 歳出予算の組み替え 3億8,500万円
水 道 事 業 歳出予算の組み替え 1億9,168万円

令
和
４
年
12
月
会
議
（
12
月
６
日
～
７
日
ま
で
開
会
）

補正予算
4件
・

条例改正等
4件

を
原
案
可
決

特別会計

※債務負担行為補正とは…あらかじめ後の年度の債務を約束することを予算で決めておきます。

主な歳入

主な歳出

町税（町民税・固定資産税） 4,819万円の増

国有提供施設等所在市町村助成交付金 952万円の増

特定防衛施設周辺整備調整交付金 1,348万円の増

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金 4,354万円の増

放射性物質汚染廃棄物処理事業費補助金 1,067万円の減

○社会福祉サービス事業者に対する奨励金 340万円の増
社会福祉サービスの継続した提供を図ります
○農業経営支援を目的に経費の一部を支援 3,304万円の増
対象面積2,065ha に、10ａ当り1,600円を支給します
○施設園芸農家支援として経費の一部を支援 22万円の増
加温装置設置施設に重油１ℓ当り25円を支給します
○畜産農家支援として経費の一部を支援 587万円の増
1頭当り肥育牛3,000円 , 繁殖牛1,300円 , 乳用牛4,900円
○公共施設の指定管理を行っている事業者に補助 400万円の増
令和4年4月～ 7月と平成31年同月を比較し減少高に応じて交付
○一時保管牧草農地還元業務委託料 2,135万円の減
○学校給食センターエアコン改修工事 2,000万円の増

一般会計補正額6,471一般会計補正額6,471万円増万円増

総額49総額49億億7,1287,128万円万円



4令和5年2月

一
般
会
計
補
正
予
算
質
疑疑

条
例
改
正

条
例
改
正

財
産
管
理
費

福
田
議
員

　
購
入
予
定
し
て
い
た
公
用

車
購
入
費
５
８
０
万
円
を
減

額
し
た
理
由
は
。

鶴
谷
総
務
課
長

　

特
定
防
衛
の
再
編
関
連
訓

練
移
転
等
交
付
金
を
活
用
し

て
予
算
化
し
た
が
、
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
の
エ
ア
コ
ン
が
壊
れ

た
の
で
エ
ア
コ
ン
修
理
を
優
先

し
、
今
回
減
額
し
ま
し
た
。

障
害
者
福
祉
費

相
原
議
員

　
障
害
者
福
祉
費
の
返
還
内

容
は
。

浅
野
保
健
福
祉
課
長

　

障
害
者
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

は
、
国
が
２
分
の
１
，
県
が

４
分
の
１
、
町
が
４
分
の
１

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
事

務
手
続
は
５
月
に
年
間
実
績

を
見
込
み
交
付
申
請
し
、
11

月
に
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の

実
績
を
踏
ま
え
変
更
交
付
申

請
し
ま
す
。
こ
の
事
業
の
精

算
は
実
績
報
告
を
行
い
翌
年

度
に
な
り
ま
す
の
で
、
今
回

補
正
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
費

相
原
議
員

　
４
０
０
万
円
計
上
し
た
コ

ロ
ナ
対
策
の
事
業
内
容
は
。

山
田
産
業
振
興
課
長

　

対
象
者
は
公
共
施
設
の
指

定
管
理
を
行
っ
て
い
る
事
業

者
で
、
要
件
と
し
て
は
令
和

４
年
４
月
～
７
月
と
平
成
31

年
同
月
を
比
較
し
減
少
高
に

応
じ
て
交
付
す
る
。
減
少
し

た
場
合
（
１
日
当
り
）
の
交

付
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
万
～
２
万
未
満　

50
万
円

２
万
～
４
万
未
満１

０
０
万
円

４
万
～
６
万
未
満２

０
０
万
円

６
万
以
上　
　

３
０
０
万
円

公
民
館
費

小
川
議
員

　
公
用
車
新
規
登
録
手
数
料

が
今
回
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
内
容
は
。

山
崎
公
民
館
長

　

公
用
車
購
入
に
際
し
当
初

は
１
万
８
０
０
０
円
を
計

上
し
ま
し
た
が
、
指
名
競

争
入
札
段
階
で
手
数
料
の

金
額
に
誤
差
が
生
じ
ま
し

た
。
よ
っ
て
今
回
手
数
料

６
万
３
０
０
０
円
の
不
足
分

４
万
５
０
０
０
円
を
補
正
で

計
上
し
ま
し
た
。

債
務
負
担
行
為
補
正

天
野
議
員

　
債
務
負
担
行
為
補
正
の
自

動
体
外
式
除
細
動
器
の
借
上

に
つ
い
て
は
、
借
上
で
は
な

く
購
入
す
る
こ
と
も
検
討
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長

　

物
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
や
ア

フ
タ
ー
の
関
係
で
よ
く
調
査

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

購
入
す
る
こ
と
も
選
択
と
し

て
意
識
し
て
お
き
ま
す
。

　

令
和
３
年
６
月
に
地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
す
る
法
律
が
（
令
和
５
年
４
月
１
日
）
施
行

さ
れ
た
。
こ
の
改
正
に
伴
い
条
文
の
全
部
を
改
正
す
る
。

改
正
す
る
条
例

　

第
１
章　

総
則

　

第
２
章　

定
年
制
度

　

第
３
章　

管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
制

　

第
４
章　

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
制

　

第
５
章　

雑
則

原
案
可
決

　

色
麻
町
職
員
の
定
年
等
の
全
面
改
正
に
伴
い
、
条
文
を
制
定
す
る
。

制
定
す
る
条
例

　

色
麻
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例　

他
10
件

原
案
可
決

　

小
中
一
貫
校
色
麻
小
学
校
・
中
学
校
は
令
和
５
年
４
年
１
日
に
義
務
教
育
学
校
へ
移
行
す
る

た
め
、
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
を
制
定
す
る
。

　

移
行
し
て
、
２
人
の
教
頭
先
生
と
新
た
に
副
校
長
を
迎
え
、
小
中
の
垣
根
を
超
え
た
小
中
一

貫
教
育
の
取
り
組
み
の
一
層
の
充
実
を
図
る
。

　

又
、
９
年
間
の
学
び
を
地
域
ぐ
る
み
で
支
え
る
た
め
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
ス
ク
ー
ル
（
学
校

運
営
協
議
会
）
を
導
入
し
、
児
童
生
徒
の
豊
か
な
学
び
と
成
長
を
支
え
る
。

制
定
す
る
条
例

　

色
麻
町
立
学
校
の
設
置
に
関
す
る
条
例　

他
4
件

原
案
可
決

色
麻
町
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
の
全
部
改
正

色
麻
町
職
員
の
定
年
引
上
げ
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定

義
務
教
育
学
校
の
設
置
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
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4,443万4,000円を増額4,443万4,000円を増額
総額50総額50億億1,5711,571万万8,0008,000円円

補正
予算

定例会定例会
1111月月会議会議

令和4年令和4年

11月28日11月28日

定例会定例会
11月月会議会議

令和5年令和5年

1月5日1月5日

補正
予算

380万円を増額380万円を増額
総額49総額49億億657657万万5,0005,000円円
今回は、主に職員給与と手当等に要する補正予算

条
例
の
一
部
改
正

条
例
の
一
部
改
正

会
期
の
決
定

会
期
の
決
定

　
人
事
院
勧
告
に
よ
る
国
の
給
与
法
改
正
に

基
づ
き
、
月
例
給
で
平
均
０
．
３
％
、
ボ
ー

ナ
ス
で
０
．
１
カ
月
の
引
き
上
げ
を
行
う
改

正
で
す
。

　
人
事
院
勧
告
に
よ
る
国
の
給
与
法
改
正
に

基
づ
き
、
一
級
で
１
．
７
％
、
二
級
で
１
．

１
％
の
引
き
上
げ
を
行
う
改
正
で
す
。

　
期
末
手
当
を
０
．
０
５
カ
月
、
引
き
上
げ

す
る
改
正
で
す
。

　
期
末
手
当
を
０
．
０
５
カ
月
、
引
き
上
げ

す
る
改
正
で
す
。

　
通
年
議
会
の
会
期
を
、
１
月
５
日
か
ら
12
月
28
日

ま
で
の
３
５
８
日
間
と
決
定
し
ま
し
た
。

●
色
麻
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

●
色
麻
町
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

●
色
麻
町
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も

の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

●
色
麻
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
費

用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

主 な 事 業 概 要 事　　業　　費
児童医療費の助成基金積立金 2,398万1千円
振 興 作 物 等 作 付 継 続 支 援 金 1,845万7千円

条例
制定

色麻町児童医療費の助成基金条例
特定防衛施設周辺整備調整交付金を財源に、児童医療費の助成
事業に要する経費に充てるために基金を設置する。

請願書の
採択結果

　（仮称）ウィンドファーム八森山事業計画の白紙撤回を求める請願につ
いて、特別委員会で８回の審査を行った結果、採択すべきものと決しまし
た。町長には、請願者の願意を最大限くみ取り、事業計画の白紙撤回を強
く要請することを求める。

賛成　7人
反対　4人
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❶	 河野　　諭議員	 ７P
①風力発電について
②企業版ふるさと納税について
③高齢者等タクシー利用助成事業について

❷	 白井　幸吉議員	 ８P
①令和５年度の当初予算編成について
②町が主催する行事を再開する判断について

❸	 大内　直子議員	 ９P
①風力発電と再生可能エネルギーについて

❹	 福田　　弘議員	 10P
①放課後児童クラブ（学童保育）の対象児童
等について

②放課後児童クラブ（学童保育）利用料金減
免適用条件の拡大及び利用料金について

「議会だより」に掲載する一般質問の内容は、紙面の関係上、質問を要約し掲載しています。詳細について
は色麻町議会ホームページに載せている会議録をご覧になるか、議会事務局にある会議録を閲覧ください。

一般質問
町政を問う

4人の議員が登壇
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Ｑ
Ａ
風力発電は前向きに考えるべき�
特別委員会の方向も見ながら検討�

河野　　諭議員

河
野

　

移
動
手
段
の
確
保
が
困
難

な
在
宅
の
高
齢
者
に
対
し
、

タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
を
助
成

す
る
事
業
だ
が
、
今
年
の
利

用
状
況
は
。

町
長
　

　

11
月
26
日
時
点
で
51
名
に

交
付
し
て
お
り
、
使
用
枚
数

は
１
，
２
６
２
枚
と
な
っ
て

い
ま
す
。

河
野

　

大
衡
村
で
は
、
身
体
障
が

い
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
方

や
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
る
方
も
対
象
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
山
口
県
宇
部
市

で
７
カ
月
以
上
の
妊
婦
さ
ん

に
も
助
成
を
し
て
い
る
が
、

範
囲
拡
大
の
考
え
は
。

浅
野
保
健
福
祉
課
長

　

今
年
度
で
３
年
目
に
な
り

ま
す
の
で
、
こ
の
実
績
を
分

析
し
、
検
討
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

ＱＡ
範
囲
拡
大
の
考
え
は�

実
績
を
分
析
し
検
討
し
ま
す�

河
野

　

現
在
、
風
力
発
電
事
業
を

し
て
い
る
自
治
体
、
事
業
者

に
確
認
を
取
り
ま
し
た
。
分

か
っ
た
こ
と
は
、
風
力
と
民

家
や
牛
舎
が
1
㎞
以
上
離
れ

て
い
た
ら
、
騒
音
等
の
問
題

が
な
い
こ
と
で
す
。
ま
た
実

際
に
、
石
巻
市
の
風
力
発
電

を
見
て
、
住
民
の
話
を
聞
い

た
と
こ
ろ
何
も
問
題
が
な
く
、

逆
に
風
力
発
電
が
で
き
て
、

支
援
を
し
て
頂
い
て
助
か
っ

て
い
る
と
の
事
で
す
。
よ
っ

て
、
風
力
発
電
事
業
は
賛
成

の
立
場
で
質
問
を
し
ま
す
。

　

風
力
発
電
事
業
が
始
ま
っ

た
場
合
、
町
に
１
基
あ
た
り

固
定
資
産
税
は
い
く
ら
入
っ

て
く
る
の
か
。

※
Ｆ
Ｉ
Ｔ
…

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固

定
価
格
買
取
制
度

町
長

　

１
基
３
億
円
と
し
た
場

合
、
事
業
期
間
20
年
で
約
２
，

5
0
0
万
円
の
税
収
が
見
込

ま
れ
ま
す
。

河
野

　

事
業
が
始
ま
っ
た
場
合
、

町
に
は
固
定
資
産
税
の
他
に

毎
年
事
業
者
が
寄
附
を
し
て

く
れ
ま
す
。
こ
の
財
源
を
子

育
て
支
援
や
、
高
齢
者
等
タ

ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業
の
範

囲
の
拡
大
な
ど
に
活
用
す
る

考
え
は
な
い
の
か
。

遠
藤
税
務
課
長

　

寄
附
に
際
し
て
「
福
祉
と

健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る
事

業
」
を
選
択
い
た
だ
い
た
場

合
に
は
、
充
当
す
る
こ
と
は

可
能
で
す
。

河
野

　

風
力
発
電
事
業
は
、
町
民

の
方
に
と
っ
て
不
利
益
に
な

る
も
の
で
は
な
い
と
私
は
思

う
が
、
こ
の
計
画
は
前
向
き

に
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長

　

今
の
と
こ
ろ
は
、
賛
成
あ

り
き
で
も
な
い
し
、
反
対
あ

り
き
で
も
な
い
。
議
会
の
特

別
委
員
会
の
方
向
も
見
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

企業と住民が winwin の石巻市の風力発電
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白
井

　

コ
ロ
ナ
禍
や
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
資
材

高
騰
に
よ
る
農
業
所
得
の
減

少
な
ど
に
よ
っ
て
、
今
後
の

町
の
財
政
状
況
を
ど
の
様
に

捉
え
て
い
る
か
。

町
長

　

原
油
価
格
や
物
価
高
騰
で
、

関
係
経
費
の
増
加
は
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
余
裕
の
あ
る

状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

白
井

　

令
和
５
年
度
の
町
税
の
見

込
み
を
伺
い
ま
す
。

遠
藤
税
務
課
長

　

現
状
を
踏
ま
え
、
前
年
度

と
同
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

白
井

　

令
和
５
年
度
予
算
編
成
の

基
本
的
な
考
え
方
は
。

鶴
谷
総
務
課
長

　

事
業
の
必
要
性
や
有
効
性

を
見
直
す
機
会
と
捉
え
、
前

例
に
と
ら
わ
れ
な
い
予
算
編

成
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

な
お
、
町
長
選
挙
を
控
え
、

政
策
的
経
費
を
抑
え
た
骨
格

予
算
と
な
り
ま
す
。

白
井

　

行
政
改
革
大
綱
、
決
算
審

査
の
附
帯
意
見
も
含
め
、
予

算
に
ど
う
反
映
す
る
考
え
か
。

鶴
谷
総
務
課
長

　
「
選
択
と
集
中
」
の
考
え

の
も
と
で
、
限
ら
れ
た
財
源

を
効
率
よ
く
配
分
、
執
行

す
る
「
最
小
経
費
で
最
大
効

果
」
を
行
う
こ
と
と
、
緊
急

性
・
必
要
性
も
含
め
て
、
予

算
編
成
を
行
い
ま
す
。

白
井

　

町
民
を
犠
牲
に
す
る
施
設

で
、
歳
入
を
確
保
す
る
様
な

考
え
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

と
思
う
の
だ
が
。

町
長

　

全
く
そ
の
と
お
り
で
ご
ざ

い
ま
す
。

白
井

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
事
業
中
止

の
判
断
基
準
は
。

町
長

　

町
と
し
て
準
備
も
踏
ま
え
、

検
討
を
行
う
と
共
に
、
感
染

状
況
と
国
・
県
か
ら
示
さ
れ

る
基
準
に
沿
っ
て
、
町
民
の

安
全
を
第
一
に
判
断
を
し
ま

し
た
。

白
井

　

他
自
治
体
で
は
イ
ベ
ン
ト

を
再
開
し
て
い
る
。
各
行
事

毎
に
イ
ベ
ン
ト
を
再
開
す
る

た
め
の
検
討
は
行
っ
た
の
か
。

町
長

　

開
催
時
期
や
対
象
者
、
飲

食
提
供
の
有
無
な
ど
を
考
慮

し
、
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

白
井

　

町
民
の
安
全
を
第
一
に
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

イ
ベ
ン
ト
再
開
を
す
る
た
め

の
判
断
は
。

町
長

　

感
染
状
況
や
国
・
県
の
要

請
に
も
よ
り
ま
す
が
、
関
係

団
体
と
協
議
の
う
え
、
検
討

し
て
参
り
ま
す
。

ＱＡ
コ
ロ
ナ
禍
で
の
イ
ベ
ン
ト
再
開
は�

感
染
状
況
を
踏
ま
え
協
議
し
ま
す�

Ｑ
Ａ
5年度当初予算編成の考え方は�
最小経費で最大効果の予算です�

白井　幸吉議員

４年前のかっぱのふるさとまつり
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Ｑ
Ａ
八森山で工事、災害誘発では�
いろいろ受け止めて判断する�

大内　直子議員

大
内

　

八
森
山
風
力
発
電
計
画

の
、
風
車
の
搬
入
路
に
当
た

る
「
青
野
岳
山
線
」
で
土
砂

崩
れ
が
あ
っ
た
の
は
い
つ
で

す
か
。

町
長

　

平
成
29
年
９
月
の
豪
雨
に

よ
っ
て
被
災
し
ま
し
た
。

大
内

　

土
砂
崩
れ
の
復
旧
工
事
の

費
用
の
総
額
は
。
ま
た
現
在

青
野
岳
山
線
の
土
砂
崩
れ
は
、

何
か
所
で
す
か
。　

山
田
産
業
振
興
課
長

　

事
業
費
は
２
８
５
５
万
８

２
０
０
円
。
青
野
岳
山
線
の

災
害
箇
所
は
、
現
在
、
２
か

所
を
確
認
し
て
お
り
ま
す
。

大
内

　

土
砂
崩
れ
が
多
い
地
域
に

風
力
発
電
を
計
画
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
ど
う
思
い
ま
す

か
。町

長

　

搬
入
路
と
し
て
整
備
を
し

て
も
ら
え
ば
、
プ
ラ
ス
の
面

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

大
内

　

大
槻
憲
四
郎
東
北
大
学
名

誉
教
授
に
よ
れ
ば
、
こ
の
地

域
一
帯
が
「
地
滑
り
の
巣
」

で
す
。「
長
さ
70
ｍ
近
く
の

風
車
の
羽
根
」
を
運
ぶ
た
め

に
、
切
り
土
盛
り
土
で
土
木

工
事
を
行
う
こ
と
が
、
地
す

べ
り
活
動
を
刺
激
し
か
ね
な

い
。

　

や
く
ら
い
裏
の
工
事
の
例

か
ら
す
る
と
、
小
栗
山
・
平

沢
地
区
の
山
林
を
、
31
町
歩
、

根
こ
そ
ぎ
と
っ
て
、
表
土
を

削
っ
て
工
事
す
る
こ
と
に
な

る
。町

長

　

そ
う
い
う
も
の
を
全
部
ク

リ
ア
し
な
け
れ
ば
だ
め
、
と

い
う
こ
と
に
は
な
る
。

大
内

　

青
野
岳
山
線
、
た
っ
た

１
０
０
ｍ
な
お
す
の
に

２
８
０
０
万
円
か
か
っ
た
。

何
の
プ
ラ
ス
に
も
な
ら
な
い

お
金
。
風
力
発
電
で
31
町
歩

も
工
事
す
れ
ば
、
あ
ち
こ
ち

で
土
砂
崩
れ
が
起
き
、
固
定

資
産
税
も
寄
附
金
も
吹
っ
飛

ぶ
の
で
は
な
い
か
。

町
長

　

災
害
を
必
ず
引
き
起
こ
す

状
況
は
だ
め
。
も
し
や
る
と

す
れ
ば
、
災
害
が
起
き
な
い

よ
う
に
、
業
者
と
話
し
合
い

を
す
る
。

大
内

　

風
車
の
影
響
で
耳
鳴
り
、

頭
痛
、
不
眠
な
ど
の
症
状
が

出
て
い
る
人
は
、
せ
め
て
夜

寝
る
時
だ
け
で
も
風
車
を
止

め
て
ほ
し
い
と
訴
え
て
い
る
。

町
長

　

風
車
は
そ
う
い
う
こ
と
で

止
め
ら
れ
な
い
と
思
う
。
健

康
被
害
の
話
は
聞
い
て
お
ら

ず
、
た
ぶ
ん
問
題
は
な
い
と

思
う
。

大
内

　

国
で
も
県
で
も
、
森
林
を

切
り
開
い
て
進
め
る
再
エ
ネ

は
だ
め
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

い
う
問
題
意
識
が
あ
る
。
色

麻
町
で
も
「
色
麻
町
国
土
利

用
計
画
」
に
基
づ
き
、
再
エ

ネ
に
よ
る
森
林
開
発
の
影
響
、

災
害
の
リ
ス
ク
の
検
討
を
指

示
し
た
か
。

町
長

　

条
例
を
作
っ
た
。

大
内

　

条
例
を
作
っ
た
だ
け
で
は
、

何
も
動
か
な
い
。

　

再
エ
ネ
と
名
前
が
つ
け
ば

何
で
も
い
い
と
い
う
単
純
な

発
想
で
町
の
行
く
末
を
決
め

て
は
、
道
を
誤
る
。
再
エ
ネ

を
進
め
る
べ
き
な
の
は
、
共

通
の
認
識
。
そ
の
上
で
、
小

栗
山
・
平
沢
地
区
の
山
林
を

使
っ
て
風
力
発
電
を
す
る
の

は
ど
う
な
の
か
。
そ
う
い
う

問
題
だ
。

　

百
年
先
ま
で
見
通
し
、
町

の
あ
り
方
を
考
え
判
断
す
る

の
が
、
首
長
の
役
目
で
は
な

い
か
。

町
長

　

議
会
の
特
別
委
員
会
を
は

じ
め
、
い
ろ
い
ろ
知
識
を
受

け
止
め
て
、
判
断
し
た
い
。切り開かれた山林



10令和5年2月

福
田

　

学
童
保
育
の
利
用
希
望
者

に
待
機
児
童
が
毎
年
の
よ
う

に
出
て
い
る
。
特
に
５
・
６

年
生
の
待
機
児
童
が
目
立
つ
。

　

夏
休
み
な
ど
長
期
休
業
時

の
利
用
児
童
に
限
り
、
色
麻

学
園
の
集
会
室
な
ど
を
活
用

す
れ
ば
、
待
機
児
童
を
解
消

す
る
こ
と
は
可
能
で
は
な
い

か
。町

長

　

待
機
児
童
は
い
な
い
も
の

と
認
識
し
て
お
り
、
色
麻
学

園
の
活
用
は
考
え
て
お
り
ま

せ
ん
。

福
田

　

年
度
当
初
は
待
機
児
童
で

あ
っ
て
も
、
年
度
内
に
は
利

用
で
き
る
状
況
に
な
る
の
か
。

町
長

　

年
度
途
中
で
利
用
で
き
る

状
況
に
な
っ
て
も
、
そ
の
時

点
で
利
用
を
断
ら
れ
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。
色
麻
学
園

の
活
用
は
考
え
て
お
り
ま
せ

ん
。

福
田

　

保
護
者
の
方
々
の
勤
務
地

は
、
町
内
だ
け
で
は
な
く
遠

隔
地
の
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

学
童
保
育
の
利
用
時
間
は
延

長
時
間
を
含
め
午
後
６
時
30

分
ま
で
と
な
っ
て
い
る
が
、

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
を
考
え
る

と
、
他
市
町
の
よ
う
に
午
後

７
時
頃
ま
で
延
長
す
る
考
え

は
な
い
か
。

　

ま
た
、
延
長
時
間
の
保
育

料
が
色
麻
町
は
１
日
２
０
０

円
と
な
っ
て
い
る
。

　

大
崎
市
と
美
里
町
は
利
用

時
間
が
午
後
７
時
ま
で
基
本

料
金
に
含
ま
れ
て
い
て
、
延

長
時
間
の
規
定
が
な
い
。

　

加
美
町
も
延
長
時
間
の
保

育
料
を
月
額
１
，
０
０
０
円

と
定
め
て
い
る
。

　

近
隣
自
治
体
の
よ
う
に
改

め
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長

　

考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

福
田

　

学
童
保
育
利
用
料
の
減
免

対
象
は
生
活
保
護
世
帯
、
災

害
を
受
け
た
世
帯
、
そ
の
他

町
長
が
必
要
と
認
め
る
世
帯

と
な
っ
て
い
る
。
一
人
親
世

帯
で
就
学
援
助
を
受
け
て
い

る
世
帯
も
利
用
し
て
い
る
の

で
、
そ
の
よ
う
な
世
帯
に
も

減
免
を
拡
大
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

町
長

　

減
免
が
必
要
な
場
合
は
、

そ
の
他
町
長
が
必
要
と
認
め

る
事
項
の
規
定
で
対
応
で
き

る
と
考
え
て
お
り
、
見
直
す

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ＱＡ
学
童
保
育
減
免
対
象
者
の
拡
大
が
必
要�

そ
の
他
の
規
定
で
対
応
で
き
ま
す�

Ｑ
Ａ

学童保育の受入・延長時間の見直しは�
見直す考えはありません�

福田　　弘議員

学童保育施設
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委
員
会
活
動

委
員
会
活
動

RR

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

eport
eport

産
業
民
生
常
任
委
員
会

産
業
民
生
常
任
委
員
会
委
員
長天

　
野
　
秀
　
実

１
、
調
査
期
日

　

令
和
４
年
11
月
１
日
～
２
日

２
、
調
査
場
所

⑴
横
浜
市
み
な
と
み
ら
い
地
区

⑵
経
済
産
業
省

⑶
衆
議
院
第
二
議
員
会
館

３
、
調
査
事
項

⑴
横
浜
市
風
力
発
電
（
ハ
マ
ウ
イ
ン
グ
）

　
　

こ
の
発
電
所
は
、
建
設
費
約
５
億
円
で

平
成
19
年
３
月
か
ら
稼
働
し
、
年
間
約

２
１
０
万
kw
を
発
電
し
て
い
る
。
そ
の
財

源
は
、
独
立
行
政
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
か
ら
の
補
助
金

45
％
と
、
市
債
（
住
民
参
加
型
市
場
公
募

債
）
55
％
で
構
成
。
平
成
28
年
度
に
償
還

は
完
了
し
た
。

⑵
経
済
産
業
省

　
　

国
が
進
め
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の

将
来
と
課
題
に
つ
い
て
、
率
直
な
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

⑶
衆
議
院
第
二
議
員
会
館

　
　

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
に
つ
い

て
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
制
度
設
計

の
見
直
し
を
求
め
、
県
選
出
の
５
名
の
国

会
議
員
と
、
率
直
な
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

４
、
ま
と
め

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
あ
る
い
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
推
進
に
は
、
委
員
全
員
が
賛
成
し
て
い

る
。
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
最
も
環
境
対
策
に
消

極
的
な
国
と
し
て
、
２
年
連
続
で
日
本
を
認

定
し
た
。
ハ
マ
ウ
イ
ン
グ
１
基
で
Ｃ
Ｏ
２
、

削
減
効
果
は
杉
約
10
万
本
に
匹
敵
す
る
説
明

が
あ
り
、
施
設
の
真
下
で
も
、
全
く
音
は
聞

こ
え
な
か
っ
た
。
町
当
局
に
は
、
こ
の
問
題

を
議
会
ま
か
せ
に
せ
ず
、
町
民
に
対
し
、
冷

静
か
つ
正
確
な
判
断
が
で
き
る
情
報
を
発
信

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

水
田
活
用
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
変
更
は

難
し
い
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

１
、
調
査
研
修
期
日

⑴
令
和
４
年
11
月
15
日
（
火
）

県
町
村
議
会
議
長
会
主
催
に
よ
る
議
会
広

報
研
究
会

⑵　

令
和
４
年
11
月
16
日
（
水
）

　

埼
玉
県
小
川
町
議
会
広
報
発
刊

　

特
別
委
員
会
で
の
調
査
研
修

２
、
調
査
研
修
内
容

⑴　

議
会
広
報
研
究
会
で
は
、「
住
民
に
読

ま
れ
・
伝
わ
り
、
議
会
の
見
え
る
化
へ

～
」
と
題
し
て
の
研
修
で
あ
っ
た
。

①
議
会
だ
よ
り
発
行
の
意
義
と
目
的
は
、

開
か
れ
た
議
会
、
民
意
の
反
映
、
自
治

体
に
関
す
る
判
断
材
料
の
提
供
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。

②
住
民
と
議
会
と
の
関
係
構
築
に
つ
い
て

は
、
議
事
公
開
で
の
説
明
責
任
と
関
係

性
の
強
化
、
議
会
の
分
か
り
や
す
さ
が

挙
げ
ら
れ
る
。

⑵　

小
川
町
議
会
は
、
町
村
議
会
広
報
表
彰

審
査
会
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
て
い
る
町
で
、

広
報
作
成
の
研
修
の
た
め
、
事
前
に
質
問

事
項
を
提
出
の
上
、
調
査
研
修
を
行
っ
た
。

①
早
期
に
発
刊
す
る
た
め
に
は
、
議
会
前

に
広
報
委
員
会
を
開
き
、
レ
イ
ア
ウ
ト

や
写
真
な
ど
の
担
当
者
を
、
早
期
に
決

め
る
こ
と
で
あ
る
。

②　

町
民
の
顔
写
真
や
コ
メ
ン
ト
を
多
く

掲
載
す
る
場
合
の
注
意
点
で
は
、
丁
寧

な
説
明
と
町
民
の
思
い
に
添
っ
て
掲
載

す
る
こ
と
で
あ
る
。

③　

個
性
豊
か
な
コ
メ
ン
ト
の
発
想
に
つ

い
て
は
、
掲
載
さ
れ
た
事
案
の
ス
ト
ー

リ
ー
が
分
か
る
様
に
心
が
け
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。

④　

質
疑
応
答
は
、
町
の
姿
勢
が
分
か
る

よ
う
、
質
問
よ
り
答
弁
を
多
く
掲
載
し

て
い
る
。

３
、
調
査
の
ま
と
め

　

議
会
だ
よ
り
の
意
義
と
し
て
、
住
民
参
加

の
促
進
と
議
事
公
開
に
よ
る
説
明
責
任
が
、

大
き
な
目
的
と
視
点
だ
と
考
え
ま
す
。

　
「
議
会
だ
よ
り
」
が
「
議
員
だ
よ
り
」
と

な
ら
な
い
よ
う
に
、
併
せ
て
、
議
会
広
報
紙

と
し
て
の
目
的
に
添
っ
た
企
画
編
集
や
読
み

や
す
さ
を
念
頭
に
、
発
刊
に
努
め
ま
す
。

議
会
広
報
常
任
委
員
会

議
会
広
報
常
任
委
員
会
委
員
長山

　
田
　
康
　
雄

ハマウイングの視察
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初
め
て
の
農
業
・

初
め
て
の
リ
ン
ゴ
づ
く
り

　

色
麻
町
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
・
農
業
支
援
員
の
太
田

で
す
。
現
在
は
南
山
果
樹
園

で
、
高
橋
光
明
さ
ん
、
早
坂

康
雄
さ
ん
の
両
名
に
ご
指
導

を
い
た
だ
き
な
が
ら
リ
ン
ゴ

の
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
農
業
に
携
わ
る
機
会

が
な
く
、
リ
ン
ゴ
の
栽
培
に

つ
い
て
は
何
の
知
識
も
な
い

状
態
で
色
麻
町
に
来
た
私
で

す
が
、
先
輩
農
家
の
方
々
は

皆
優
し
く
指
導
し
て
く
だ
さ

り
、
毎
日
充
実
し
た
気
持
ち

で
作
業
を
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。日

々
の
楽
し
み

　

私
の
出
身
は
仙
台
市
で
す

が
、
父
親
の
実
家
が
仙
北
に

あ
る
こ
と
や
親
戚
、
友
人
が

古
川
・
鹿
島
台
周
辺
な
ど
に

多
い
こ
と
も
あ
り
、
色
麻
町

は
個
人
的
に
身
近
な
と
こ
ろ

と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
実
際

に
住
み
始
め
て
半
年
と
な
り

ま
す
が
、
自
然
が
多
く
、
非

常
に
住
み
や
す
い
と
こ
ろ
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。
私
は

ジ
ョ
ギ
ン
グ
が
趣
味
で
、
よ

く
町
内
を
走
っ
て
い
ま
す
。

　

夏
の
間
は
日
に
日
に
成
長

し
て
い
る
野
菜
や
田
ん
ぼ
の

様
子
を
見
な
が
ら
走
る
の
が

と
て
も
楽
し
い
で
す
。
ま
た
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
最
中
も
、
農

作
業
中
の
方
や
散
歩
を
し
て

い
る
方
々
が
よ
く
声
を
か
け

て
く
だ
さ
り
ま
す
。
色
麻
町

で
は
初
め
て
の
協
力
隊
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
近
所
の

方
々
や
、
議
員
の
方
が
気
を

か
け
て
く
だ
さ
り
、
非
常
に

温
か
い
人
が
多
い
と
こ
ろ
だ

な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

果
樹
農
家
と
し
て
の

独
立
を
目
指
し
て

　

今
は
リ
ン
ゴ
の
栽
培
だ
け

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
終
了

後
は
、
果
樹
農
家
と
し
て
独

立
し
、
生
計
を
立
て
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
為
に
は
、
リ
ン
ゴ
の
栽
培

方
法
を
理
解
す
る
こ
と
は
当

然
の
こ
と
で
す
が
、
不
作
に

よ
る
リ
ス
ク
分
散
も
考
慮
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
リ

ン
ゴ
以
外
の
作
物
の
育
成
・

栽
培
方
法
も
こ
れ
か
ら
勉
強

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
最
終
的
に
は
南

山
で
ナ
シ
・
モ
モ
等
も
栽
培

し
て
い
き
た
い
で
す
。
幸
い
、

南
山
果
樹
園
に
は
そ
れ
ら
の

作
物
を
育
て
て
い
る
先
輩
の

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、

来
年
度
以
降
、
そ
れ
ら
の
作

物
に
つ
い
て
も
育
て
る
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
色
麻
で

　

農
業
に
つ
い
て
も
、
色
麻

町
に
つ
い
て
も
ま
だ
ま
だ
分

か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
先

輩
方
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま

う
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
精

一
杯
仕
事
に
取
組
み
、
協
力

隊
の
任
務
を
全
う
し
た
後
は

色
麻
町
で
独
立
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

私たちの「しかま議会だより」は地球環境保全のため、再生紙及び植物油インキを使用しています。

編
集
後
記

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　

議
　
　
長　

中　

山　
　
　

哲

　

委
員
長　

山　

田　

康　

雄

　

副
委
員
長　

白　

井　

幸　

吉

　

委
　
　
員　

小　

川　

一　

男

　

委
　
　
員　

工　

藤　

昭　

憲

　

委
　
　
員　

相　

原　

和　

洋

　

委
　
　
員　

今　

野　

公　

勇

　

令
和
５
年
は
「
癸
（
み
ず
の

と
）
卯
（
う
）」
の
年
で
す
。

　

卯
年
（
う
さ
ぎ
年
）
は
十
二

支
中
４
番
目
に
数
え
ら
れ
ま
す
。

　

う
さ
ぎ
年
は
、
兎
の
穏
や
か

な
様
子
か
ら
家
内
安
全
、
子
孫

繁
栄
、
ま
た
、
跳
躍
す
る
姿
か

ら
飛
躍
を
表
す
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

兎
に
関
す
る
こ
と
わ
ざ
に
、

「
株
を
守
り
て
兎
を
待
つ
」
が

あ
り
ま
す
。
旧
習
や
過
去
の
成

功
体
験
に
こ
だ
わ
り
、
進
歩
が

な
い
こ
と
や
臨
機
応
変
に
ふ
る

ま
え
な
い
こ
と
の
た
と
え
で
す
。

　

現
在
は
急
激
な
技
術
革
新
、

大
量
の
情
報
が
錯
綜
す
る
中
、

町
民
皆
様
が
、
こ
の
よ
う
な
社

会
経
済
の
変
化
に
十
分
に
対
応

し
て
飛
躍
す
る
こ
と
を
期
待
い

た
し
ま
す
。

色
麻
町
で
暮
ら
し
て

風の人
土の人

まちは、他所（よそ）から来た
“風の人”と、地元に生まれ育った
“土の人”で成り立ち、まちの風土
が作られていく

議会の様子はパソコン・スマホで、議会の様子はパソコン・スマホで、
生中継（録画）されております。生中継（録画）されております。

次回の会議は次回の会議は
3月3日㈮からの予定です。

おおた　ゆきひろ
1987年生まれ
仙台市若林区出身
宿地区在住

　

文　
　

責　

山　

田　

康　

雄

宿地区

太田 幸啓さん


